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水稲新品種「つや姫J(山形97号)の育成

結 城 和 博 ・佐藤久実*1・中場 勝*2

棲田 博*3・佐野智義・本間猛俊叫

渡部幸一郎・水戸部昌樹*5.宮野 斉*2

中場理恵子*6・ 横 尾 信 彦*7・森谷真紀子

後藤 元*8・粛藤信弥・粛藤久美

山形県農業総合研究センター水田農業試験場

Breeding of a N ew Rice Cu1tivar 

2 K三azu吐1止h吐iroYUKI， Kumi SATO*1¥，Ma出sa訂ruCHUBA場*叫
担は

Hiroshi SAKURADA *3， Tomoyoshi SANO， Taketoshi HONMA *4 

Koichiro WATANABE， Masaki MITOBE'ぺHitoshiMIYANO*2 

Rieko CHUBA *6， Nobuhiko YOKOO*7， Makiko MORIYA 

Hajime GOTO*8， Nobuya SAITO and Kumi SAITO 

「つや姫J(系統名:山形97号)は， 1998年に山形県立農業試験場庄内支場(現:山形県農業

総合研究センター水田農業試験場)において，次期主力品種の育成を育種目標に， r山形70号J

を母に， r東北164号」を父にして人工交配を行い，選抜・育成した良食味の品種である.

本品種は本県で育成された梗種では初の“晩生 に属し，短稗で草型は“中間型耐倒伏性

は“やや強"である.いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pii，Pik"をもっと推定され，圃場抵抗

性は葉いもち“強穂いもちは発病が少なく不明である.障害型耐冷性は“中穂発芽性も

“中"である. rコシヒカリJに比較し，収量性が高く，玄米千粒重は並で，玄米外観品質は白

未熟粒の発生が少なく，光沢があり高品質である.

「コシヒカリJに比べ精米粗タンパク質含有率は並，精米アミロース含有率はやや低く，味度

及び炊飯米の白色度はやや高い.食味は，炊飯米の外観と光沢が優れ，味と粘りも優り， rはえ

ぬきJ及び「コシヒカリ」を上回る.

山形県における適応地帯は平坦部で，本県のさらなる良食味米の安定生産と「米どころ山形j

として本県産米全体の評価向上を目指し， 2009年に山形県の水稲奨励品種に採用された.さら

に，同年9月には宮城県の奨励品種に採用された.

キーワード:水稲，つや姫，晩生，良食味，高品質
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I 緒昌

山形県はこれまで，関係機関団体が一丸となって水

稲オリジナル品種の開発によるトップブランド化に取

り組み，稲作の振興と「米どころ山形Jとしての評価

向上に努めてきた. 1991年に育成された「はえぬきJ
(系統名:山形45号)g)は， 1995年から県内品種別作付

面積のトップとなり， 2008年の水稲作付面積全国 6位，

収穫量全国 5位を誇る山形県の主食用主力品種 (2008

年うるち品種別作付面積シェア 62.0%)である12)

さらに，財団法人日本穀物検定協会による全国食味ラ

ンキングにおいても「はえぬきJは1994年から15年連

続して最高の「特AJにランクされている12) このよ

うに「はえぬき」は，栽培技術の確立2)3) 10) 11)を通し

て山形県を代表する産地品種銘柄として普及・定着し，

県産米の高品位安定生産に大きく寄与してきた.

しかし，全国的にみると収穫量は280，400t， 3.2% 

(2008年)を占めるにとどまり，その97.1%が山形県

産に限られること，県外の販売先が業務用主体である

ことから， rコシヒカリJrひとめぼれJrあきたこま

ち」の三大銘柄に比較し，知名度，ブランド力が不足

し，生産者団体からは「はえぬき」のブランド化への

限界感が噴かれ，熟期が異なり，特性のより優れた新

品種が要望されていた.また，この間に早生の晩の

「里のうたJ7) (1997年)，極早生の「ゆめさやかJ1) (2000 

年)を育成したものの，当初見込んだほどの普及には

至らなかった.このため，当場では1998年から「次期

主力品種の育成」を育種目標に，①高度耐冷性の早生

品種，②環境保全型稲作に対応した耐病性品種，③熟

期，地域性を考慮した中生銘柄品種，④省力・低コス

トの品種の開発を目指した.特に③では，主力品種の

「はえぬき」の熟期が“中生の晩"に属することから

その前後に当たる“中生“晩生の早"をターゲット

とした良食味品種の育成に重点を置いた.

その結果， 2009年に「山形97号jが山形県奨励品種

(奨励)に採用， rつや姫」と命名され，同年2月に品

種登録出願をし，同年4月に出願公表された.rつや姫」

は県産米をリードするブランド米に成長することが期

待される晩生，短梓，良食味，高品質品種として，同

年から県内平坦部に普及が図られている8) ここに，

本品種の育成経過及び特性について報告する.

本品種の育成に当たり，当時庄内支場の田中伸幸支

場長，佐藤長一支場長，小南力支場長にご指導と激励

をいただいた.育成地相互交換系統適応性検定試験並

びに特性比較連絡試験では独立行政法人農業・食品産

業技術総合研究機構東北農業研究センター低コスト稲

育種研究東北サブチームはじめ各育成地に，水稲奨励

品種決定調査では各県農業関係試験研究機関に，県内

水稲奨励品種決定現地調査では各総合支庁産業経済部

各農業技術普及課並びに生産者の関係各位にご協力い

ただいた.さらに，場内並びに現地の各検定試験，系

統の管理には水田農業試験場水稲研究科の皆様からご

協力いただいた. ここに記して， これらの方々に感謝

の意を表する.

E 来歴及び育成経過

本品種は，中生~晩生の早の良質・良食味米の育成

を育種目標に， 1998年に山形県立農業試験場庄内支場

(現山形県農業総合研究センター水田農業試験場)にお

いて， r山形70号jを母に， r東北164号」を父にして

人工交配を行い，その後代から選抜・育成した良食味

の品種である.系譜図を第 l図に示した.

母本の「山形70号」は1997年に系統名を付し15) 同

年から2000年まで4年間奨励品種決定調査に供試さ

れた系統である.育成地では出穂期，成熟期が[はえ

ぬき」と「コシヒカリ」の中間の晩生，短稗で耐倒伏

性が強い良食味の系統で，有望視されたものの，奨励

品種決定調査では「はえぬき」寄りの出穂期，成熟期

となり，収量，耐倒伏性が劣り， rはえぬき」や「コ

シヒカリ]代替としては力不足との評価で2000年に打

ち切りとされた14) また，育成地の品種特性解析試験

(1997年)では，穂数確保が制限要因となり，玄米千

粒重も「コシヒカリjより軽いことから，収量性がや

や低いものの，玄米品質，食味が良好で，味度も高い

栽培特性が明らかにされた16)

一方，父本の「東北164号」は1996年に系統名を付

され4) 同年から2001年まで南東北，関東，北陸，九

州地域で奨励品種決定調査に供試された特に，福島

県では6年間供試され， rコシヒカリJrチヨニシキ」

に比べ玄米品質や熟期の点で有利性を認めている.本

県では， 1996年に庄内支場(現:水田農業試験場)で

予備調査に供試され，やや長稗，収量性は「コシヒカ

リ」並で食味は「ササニシキ」より優るものの， rコ
シヒカリJに比較し出穂、期が2日遅く，玄米品質も劣

ることから l年で打ち切りとされた13) また，場内の

品種特性解析試験(1997年)では，出穂期，成熟期が

「コシヒカリJよりそれぞれ2日遅く，収量性はやや

低い (96%) ものの，玄米千粒重が重く，食味が良い

ことから 16) 交配相手に選定された.他に1998年の

「山形70号」との交配相手には「岩南 6号J，r奥5j~32 1，

363， 366号J. r中部100号jが選定され，人工交配が

行われた17) なお，出穂期，成熟期が「コシヒカリj

並の晩生品種群は玄米，精米組タンパク質含有率が低

20-
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水稲新品種[つや姫J(山形97号)の育成

第1表育成経過

年次 1998年 '98年 '99年 '99年 2000年 '01年 '02年 '03年 '04年 '05年 '06年

組合せ 世代 交配 Fj F2 F3 F， Fs F6 F， Fs Fg 

1018 2549 

2550 
交配番号 1020 

山形70号 庄交 Fj 集団 集団 個体 1171 伊gj 四 3259 U旦iJ 3234 

/ 98-53 養成 養成 養成 選抜 1181 I 3260 3260 3305 3235 

東北164号

'07年 '08年

Fll Fj2 

3216 3236 

3217 3237 

3218 3238 

3219 3239 

3220 3240 

3221 3241 

3222 3242 

3223 3243 

豆D[亙
25 3245 

10 10 

l 

栽植個体数採種 27 8 

栽 植系統群数

栽植系統数

415 1070 864 

1199 

選抜個体・系統数
8 場

内
一
暢

闘
室
一

E庄内支場 温室

世代促進

間場 温室
世代促進

選抜経過

コシヒカリー蔚培養一山形48号

収2800 i 

北陸100号 ..J 
ト ヒカリ

北陸96号，...1
ナゴユタカ

コシヒカリ「

ド新潟30号....，

新潟崎」 味こだま | 
ト東北164号

コシヒカリ i

ド東北143号，...1

初星」ひとめぼれ

山形70号

つや姫

第 1図系譜図

く，食味が良好であることを認めている5)

「つや姫Jの育成経過を第 1表に示した. 1998年に

人工交配で得られた交配種子数は27粒で，同年に世代

促進温室で8個体がれ養成された.翌1999年に圃場

に栽植され， F2養成するとともにクロスの確認を行っ

た同年に世代促進温室でF3養成を行い， 48.7gの種

子を得た.

2000年にF4世代の864個体を圃場に展開したとこ

ろ，集団の出穂期は中生の晩~極晩生で，稗長は短稗~

長稗であった.そして，圃場で中生の晩~晩生，短稗~

長稗，穂数が多く，耐倒伏性のある33個体を選抜し，

さらにアミロース含有率が低く，品質と草姿の良好な

23 

8 

8 
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1 

5 5 5 
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場圃 潮風害系統名「山形97号」を付し
奨励品種決定調査に配付

l年目 2年目 3年目 4年目 2009年
奨励品種採用
「つや姫Jと命名

ヴ

t

氏
U
F
D
4
4
q
d

つ白

紙
記
曜
時

。
出穂期(月.日)

第2図 単独系統の出穂期の比較 (Fs世代，2001年)

23個体を室内選抜した.この年に庄内地域ではフェー

ン現象 (8月12""13日)による白穂が地域的，部分的

に発生し，収量，品質が低下している.晩生主体のこ

の集団でも父本の「東北164号」とともに白穂の発生

が認められ，スクリーニングされている. 2001年にF5

世代の23系統を単独系統とし，熟期，草姿，耐倒伏性

等による立毛有望度，葉いもち圃場抵抗性及び耐冷性

検定結果から圃場で18系統を選抜後，さらに品質及び

玄米組タンパク質含有率により 8系統を選抜した.こ

の世代の出穂期は， rササニシキJに比較し， 2日早

い系統""8日遅い系統が認められ， このうち 3日以上

遅い晩生の早~晩生が70%を占めた(第2図). 

2002年にF6世代から「庄3187Jの育成地番号を付し

て，生産力検定試験，特性検定試験， 2003年からは系

統適応性検定試験に供試した.その結果，食味は「は

えぬきJ(基準品種)， rコシヒカリjより優ったものの，

いもち病真性抵抗性遺伝子型に“Pik"をもっと推定

されたこと，耐冷性が不十分であること，収量性の変

-21 
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第2表世代別配付箇所数

手茨 2003 

項 目 世代 F7
系統適応性検定試験 3 
特性検定試験
奨励品種決定調査
奨励品種決定現地調査(山形県)

動が大きいこと，さらに， 2003年は冷夏・冷害の中で

出穂期，成熟期が遅れ，屑米が多く認められたことか

ら，系統の評価(有望度)は決して高いものではなかっ

たこのため， 2004年も生産力検定本試験，特性検定

試験及び系統適応性検定試験を継続したしかし，

2004年には庄内地域で「台風15号:MEGIJ によるこ

れまでにない潮風害が発生し，作柄が大きく低下した

中で，特に出穂後間もない晩生は被害が甚大であった.

「庄3187Jも標準品種「はえぬき」対比の収量指数は

標肥94%，多肥98%と振るわなかったものの， Iはえ

ぬきJIコシヒカリ」より良好である食味を評価して

有望と認め， 2005年目世代から「山形97号」の地方系

統番号を付して18) 県内を主体に対象品種を「コシヒ

カリJとして地域適応性を検討した.その結果， 4年

間の県内奨励品種決定調査で有望と認められたことか

ら， 2009年に山形県で奨励品種(奨励)に採用され，

同年2月に「つや姫」と命名された.さらに，同年2

月に品種登録出願をし，同年4月に出願公表された(第

23506号).加えて，同年9月には宮城県で奨励品種に

採用された.なお， Iつや姫Jの世代別の配付箇所数

は第2表のとおりである.

E 特性の概要

1 形態的特性

移植時の苗の草丈は「コシヒカリ」より短く，葉色

は「コシヒカリ」より明らかに濃い.最高分げつ期の

草丈は「コシヒカリJより短く，茎数は多い.稗長は

「コシヒカリjより明らかに短い“短稗" (81%)で，

穂長はやや短く (98%)，穂数はやや多く(105%)，

草型は“中間型"である.稗は「コシヒカリ」並の太

さの“中耐倒伏性は“やや強"である.せは穂の

先端のみに生じ，最長せの長さは“短"で，せ色(初

期，後期とも)，頴色は“黄白'¥ふ先色は“白"で，

脱粒性は“難"である.出穂、期，成熟期ともに[コシ

ヒカリJ並で，本県で育成された晩生の嬬種「でわの

もちjよりそれぞれ4日， 2日遅く，育成地では“晩

生"に属する(第 3，4表). 

2004 

Fs 
3 

2005 

Fg 

2006 

FJO 

2007 

Fll 
4 

2008 

F12 

3 
3 
23 
5 

22 

2 
5 

2 耐病性

(1) いもち病抵抗性

ア真性抵抗性

3 5 
5 15 
4 5 

東北農業研究センターにおいて， 4菌系のいもち病

菌株の噴霧接種を行い，その反応から真性抵抗性遺伝

子型の推定を行ったその結果， Iつや姫」の真性抵

抗性遺伝子型は“日ii，Pik"をもっと推定された(第 5

表)• 

イ 圃場抵抗性

葉いもち聞場抵抗性検定，穂いもち閏場抵抗性検定

は育成地を含む 2場所で行われた「つや姫Jの葉い

もち抵抗性検定の擢病程度は「ヒメノモチ」並かやや

少なく，葉いもち圃場抵抗性は“強"と判定された.

また，穂いもち圃場抵抗性検定の擢病程度は「ヒメノ

モチ」並に少ないものの，穂いもちの発生程度が少な

く判定ができなかったため，不明とした(第6表，第

7表，第8表，第 9表)• 

(2) 白葉枯病抵抗性

育成地で行われた勇葉接種法による白葉枯病抵抗性

検定の結果， Iつや姫Jの病斑長は「中新120号jより

やや長く， Iフジミノリjより短かったため，“やや強"

と判定された(第10表)• 

(3) 縞葉枯病抵抗性

岐阜県農業技術センターで行われた縞葉枯病抵抗性

検定の結果， Iつや姫jは“擢病性"と判定された(第

11表). 

3 耐冷性

恒温深水法による穂苧期の障害型耐冷性検定は育成

地を含む 3場所で行われた.これらの結果から， Iつ
や姫」の不稔歩合は「コシヒカリjより高く，耐冷性

が“やや強"の「大空」並かやや高いことから“中"

と判定された.なお， この検定条件下で「つや姫Jの

出穂期は，同熟期の「コシヒカリJより 1"-'4日の遅

れが認められた(第12表，第13表，第14表)• 

4 穂発芽性

成熟期の穂をサンプリングし，接種箱内で穂発芽性

検定を行った結果， Iつや姫jの発芽程度は「コシヒ

If-



水稲新品種「つや姫J(山形97号)の育成

第3表生育特性(育成地，標肥)

移植時 最高分げつ期 出穂期成熟期 成熟期 傍j伏

品種名 年次 苗丈 葉色 草丈 茎数 稗長 穂長 穂数 程度
(l ~5) (l ~5) (cm) (本/rrf) (月.日) (月.日) (cm) (cm) (本/rrf) (O~4) 

つや姫 2002年 3 5 8.12 9.20 79 17.2 491 0.3 
2003年 4 3 51.7 626 8.21 10.05 71 16.6 544 0.0 
2004年 4 4 48.0 480 8.09 9.21 72 17.8 393 0.2 
2005年 2 3 51.8 581 8.12 9.23 74 17.9 480 1.3 
2006年 4 3 47.6 492 8.14 9.25 70 16.9 425 0.0 
2007年 2 3 46.8 606 8.15 9.24 70 16.3 462 0.0 
2008年 3 4 47.8 761 8.13 9.28 75 18.3 474 0.0 
平均 3.1 3.6 49.0 591 8.14 9.25 73 17.3 467 0.3 

コシヒカリ 2002年 4 2 8.11 9.24 100 17.7 465 4.0 
2003年 4 2 55.6 592 8.21 10.04 88 17.1 478 1.9 
2004年 5 3 53.0 526 8.09 9.21 85 17.5 398 1.6 
2005年 3 2 55.9 532 8.14 9.23 92 17.8 463 2.7 
2006年 4 3 51.1 534 8.15 9.25 85 17.7 403 2.0 
2007年 4 3 49.9 568 8.14 9.24 86 17.2 433 1.8 
2008年 3 3 52.3 639 8.13 9.26 91 18.3 474 2.0 
平均 3.9 2.6 53.0 565 8.14 9.25 90 17.6 445 2.3 

はえぬき 2002年 2 3 8.05 9.13 76 17.6 495 0.0 
2003年 3 3 52.3 562 8.08 9.22 67 16.0 471 0.0 
2004年 3 4 50.0 458 8.02 9.13 67 18.3 410 0.0 
2005年 2 3 50.3 571 8.06 9.16 72 17.5 460 0.0 
2006年 3 4 48.0 518 8.09 9.19 65 18.1 416 0.0 
2007年 3 3 44.4 589 8.08 9.16 62 16.5 471 0.0 
2008年 2 3 47.7 529 8.08 9.23 71 18.8 450 0.0 
平均 2.6 3.3 48.8 538 8.07 9.17 69 17.5 453 0.0 

注1)-:デタなし
注2) 移植時の草丈は短:1~5:長、葉色は淡 :1~5:濃
注3)施肥N(kg/a)は基肥:0.4、追肥:0.2

第4表生育特性(育成地，多肥)

最両分げつ期 出穂期成熟期 成熟期 倒伏

品種名 年次 草丈 茎数 稗長 穂長 穂数 程度
(cm) (本/rrf) (月.日) (月.日) (cm) (cm) (本/rrf) (O~4) 

つや姫 2003年 54.6 669 8.22 10.07 72 16.2 490 0.0 
2004年 53.0 621 8.09 9.21 75 18.0 494 0.3 
2005年 53.4 646 8.12 9.24 78 17.7 438 1.8 
2006年 52.0 611 8.16 9.26 74 17.1 479 0.0 
2007年 49.6 642 8.15 9.26 76 17.7 511 0.0 
2008年 55.2 619 8.13 9.26 78 19.1 519 0.0 
平均 53.0 635 8.15 9.27 75 17.6 489 0.4 

コシヒカリ 2003年 59.9 660 8.22 10.05 91 18.5 484 2.7 
2004年 60.0 575 8.10 9.21 92 18.4 466 2.0 
2005年 55.9 657 8.13 9.23 97 18.4 416 3.3 
2006年 53.8 604 8.17 9.26 91 18.2 453 3.0 
2007年 53.7 582 8.15 9.26 90 18.1 469 2.8 
2008年 59.0 656 8.13 9.25 99 20.3 500 3.3 
平均 57.1 622 8.15 9.26 93 18.7 465 2.9 

はえぬき 2003年 55.0 699 8.09 9.21 71 16.5 560 0.0 
2004年 53.0 547 8.02 9.14 69 18.5 442 0.0 
2005年 52.4 654 8.06 9.17 74 18.4 496 0.3 
2006年 52.0 590 8.09 9.21 69 18.3 474 0.0 
2007年 49.3 630 8.06 9.17 65 17.5 508 0.0 
2008年 51.7 685 8.07 9.20 78 19.0 523 0.0 
平均 52.2 634 8.07 9.18 71 18.0 501 0.1 

注)施肥N(kg/a)は基肥・0.6、追肥:0.4
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第 5表 いもち病真性抵抗性遺伝子型の推定 (2003年，東北農業研究センター水田利用部稲育種研究室)

品種系統名
007. 0 033. 1 035.1 037. 1 

推定遺伝子型
(稲86-137) (TH68-126) (TH68-140) (研60-19)

つや姫 R R S S 月7:月](

新2号 S S S S 月'k
S

愛知旭 S S R S 月b

石狩白毛 S R S (S) 月7

関東51号 R S S S 月](

ツユアケ R S S S 月'k
m

フクニシキ R R R R 月'Z
ヤシロモチ R R R R 月'ta

PiNo.4 R R R R 月:ta
2

とりで1号 R R R R 月kt
注1)S:催病性病斑の形成が多数確認されたもの

( )表記は，反応が判然としなかったケースであることを示す.
注2)R:抵抗性病斑の形成が確認されたもの，または病斑の形成が認められないもの.

第 6表葉いもち圃場抵抗性検定(育成地)

真性抵抗'↑生 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

品種名 遺伝子型 擢病
判定

擢病
判定

権病
判定

擢病
判 定

擢病
判定

程度 程度 程度 程度 程度

つや姫 乃1"，乃正 1.3 やや強 0.0 不明 1.0 不明 1.3 やや強 3.0 極強

コシヒカリ + 5.6 やや弱 6.2 やや弱 6.0 やや強 7.6 やや弱 6.1 やや弱

はえぬき 乃a，fラI 4.8 中 4.9 中 6.8 やや弱 5.3 中 2.4 中

ヒメノモチ 乃'K 0.7 強 0.0 不明 1.0 不明 1.5 5会 4.2 5愈
サカキモチ 乃K 0.0 不明 0.0 不明 2.0 やや強 4.9 やや強

マンゲツモチ 乃'K 1.8 中 0.0 不明 0.0 不明 3.2 中 6.1 中

真性抵抗a↑生 2007年 2008年

品種名 遺伝子型 擢病
判定

権病
判定

総合判定

程度 程度

つや姫 月rOi，乃K 1.0 5金 2.1 5愈 5金
コシヒカリ 十 6.9 ~~ 6.4 ~~ やや弱

はえぬき 乃'8，乃7 4.7 やや弱 4.6 やや弱 中

ヒメノモチ 乃'k 1.4 日怠 1.7 5金 5金
サカキモチ 乃'K 2.8 やや強 3.3 中 やや強

マンゲツモチ PJK 4.2 やや弱 4.4 やや弱 中

注1) 擢病程度 :O(羅病無)~10(全茎葉枯死)
注2)判定が“不明"とあるのは憶病が少なく，判定ができなかったため.

第 7表葉いもち圃場抵抗性検定(青森県農林総合研究センター)

真性抵抗性 2005年 2006年 2007年 2008年

品種系統名遺伝子型 権病
判定

擢病
判定

権病
判 定

権病
判定

総合判定

程度 程度 程度 程度

つや姫 Pjj， Hk 2.4 (保留) 3.1 極強 2.4 (保留) 4.0 極 強 (極強)

サカキモチ 月'a，乃'K 3.6 中 4.6 中 5.2 中 7.0 中 中

ふ系69号 よラ'K 4.6 ~~ 5.3 ~~ 5.8 ~~ 8.0 ~~ ~~ 
つがるおとめ乃a，乃'I;fラKm 1.6 (保留) 2.9 極強 (極強)

注1)擢病程度 :O(擢病無)~10(全茎葉枯死)
注2)2005年および2007年の「つや姫JはS病斑の進展が見られず，褐点が目立ったため，判定を保留した.

注3)つがるおとめは， 2007年以降は供試していない.

-24-



水稲新品種「つや姫J(山形97号)の育成

第8表穂いもち圃場抵抗性検定(鶴岡市羽黒町現地圏場)

2002年 2003年 2004年 2005年

品種名 真性抵抗'性 出穏期擢病
判定

出穂期擢病
判定

出穂期擢病
判定

出穂期擢病
遺伝子型 判定

(月.日) 程度 (月.日) 程度 (月.日) 程度 (月.日) 程度

つや姫 乃7，!ラ'k 8.14 0.9 不明 8.23 0.0 不明 8.15 0.0 不明 8.17 1.5 不明

コシヒカリ + 8.13 8.6 ~~ 8.25 8.3 ~~ 8.17 7.2 ~~ 8.18 8.2 ~~ 

はえぬき Pia， Pii 8.07 4.6 やや強 8.13 5.3 やや強 8.07 5.6 中 8.09 6.3 中

ヒメノモチ Pik 8.03 0.9 不明 8.10 0.1 不明 8.01 0.5 不明 8.02 0.1 不明

雪化粧 Pik 8.05 0.7 不明 8.10 0.1 不明 8.03 0.1 不明 8.05 0.4 不明

でわのもち 乃'k 8.12 0.3 不明 8.18 0.7 不明 8.08 。。 不明 8.12 0.7 不明

東北IL3号 月ia，Pik 8.05 1.4 不明 8.12 0.3 不明 8.04 0.0 不明 8.07 0.6 不明

真性抵抗性 2006年 2007年 2008年

品種名 遺伝子型 出穏期擢病
判定

出穂期権病
判定

出穂期擢病
判定

総合判定

(月.日) 程度 (月.日) 程度 (月.日) 程度

つや姫 乃'I，}ラ'k 8.21 2.2 やや強 8.17 0.8 極強 8.19 1.1 不明 不明

コシヒカリ + 8.20 8.4 ~~ 8.18 7.5 ~~ 8.19 7.1 ~~ ~~ 

はえぬき 乃'a，!ラ7 8.14 7.3 中 8.09 6.3 中 8.11 6.6 中 中

ヒメノモチ 乃'k 8.08 1.0 目会 8.05 2.0 5会 8.07 0.7 不明 (強)

雪化粧 Pik 8.12 4.2 中 8.06 4.9 やや弱 8.08 0.8 不明 (やや弱)

でわのもち 乃k 8.17 5.7 ~~ 8.11 4.2 やや弱 8.14 1.2 不明 (弱)

東北IL3号 Pia，乃'k 8.14 5.9 ~~ 8.09 5.0 ~~ 8.12 0.8 不明 (弱)

注1)催病程度 O(権病無)~1O(全穂擢病)
注2)判定が“不明"とあるのは羅病が少なく，判定ができなかったため.

第9表穂いもち圃場抵抗性検定(東北農業研究センター 低コスト稲育種研究東北サブチーム)

真性抵抗性 2007年 2008年

品種系統名遺伝子型 出穏期擢病
判定

出穏期穣病
判定

総合判定

(月.日) 程度 (月.日) 程度

つや姫 Pii， }ラ'k 8.13 5.0 中 8.17 0.8 5怠 やや強

ヒメノモチ 乃'k 7.28 4.2 5金 8.05 0.5 5怠 5虫

中部7号 Fラ'a， Pik 8.01 3.5 5金 8.12 3.0 やや弱 中

奥羽321号 乃'k 8.01 3.2 5金 8.10 1.7 やや強 やや強

雪化粧 月'k 7.31 6.7 やや弱 8.08 2.2 中 やや弱

び系91号 Pik 8.10 6.2 やや弱 8.18 3.5 ~~ ~~ 

東北IL11号 Pii，乃i](m 8.04 6.0 やや弱 8.11 2.4 中 やや弱

でわのもち Pik 8.09 7.4 ~~ 8.15 3.3 やや弱 ~~ 
注)擢病程度 :O(擢病無)~1O(全穂擢病)

第10表 白葉枯病抵抗性検定(育成地)

2005年 2006年 2007年 2008年

品種系統名出穂、期病斑長 判定

(月.日) (cm) 
出穂期病斑長 判定

(月.日) (cm) 
出穂期病斑長 判定

(月.日) (cm) 
出穂期病斑長 判定
(月.日) (cm) 

つや姫 8.13 3.2 5虫 8.15 14.0 やや強 8.14 3.3 5虫

中新120号 8.06 1.1 5虫 8.11 10.5 強 8.14 2.9 5金

フジミノリ 7.25 4.5 (中) 8.02 15.8 中 7.25 11.2 中

ヒメノモチ 7.29 10.6 ~~ 8.05 26.0 ~~ 7.31 17.7 ~~ 
注1)到葉接種法による検定

注2)2005年のフジミノリは，調査サンプル数が少なかったため， ( )で判定を表記した.

第11表縞葉枯病抵抗性検定 (2007年，岐車県農業技術センター)

7月18日 出穏期

品種名 株数 出穏期擢病株数擢病株率 擢 病 株 数 擢 病 株 率

(月.日株(%)株(%)

つや姫 72 8.03 9 12.5 12 16.7 

日本晴 72 8.15 5 6.9 25 34.7 

ハツシモ 71 8.22 12 16.9 46 64.8 

あさひの夢 72 8.17 0 0.0 0 0.0 
注1)擢病株率は，権病株数/権付株数x100 
注2)判定の欄の()表記は，対照品種であることを示す.
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8.15 

8.05 

7.27 

8.01 

判定

擢病性

(擢病性)

(擢病性)

(抵抗性)

9.6 

6.1 

7.8 

15.5 

中

5金

やや強

~~ 

総合判定

やや強

5金

中

~~ 
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判定

中

極強

極強

やや強

中

やや弱

2005年

出穂期不稔

歩合

(%) 

51.1 

13.5 

21.0 

35.3 

76.1 

58.7 

(月.日)

8.23 

8.21 

8.13 

8.23 

8.10 

8.21 

判定

中

極強

極強

中

中

極弱

2004年

出穂期不稔

歩合

(%) 

43.0 

19.3 

19.9 

47.6 

41.3 

64.9 

(月.日)

8.21 

8.19 

8.11 

8.23 

8.07 

8.18 

判定

中

極強

極強

強

やや弱

~~ 

2003年

出穂期不稔

歩合

(%) 

70.6 

30.7 

33.0 

48.9 

78.0 

90.6 

耐冷性検定(育成地)

(月.日)

8.30 

8.29 

8.15 

8.30 

8.12 

8.25 

定期
ヤ

中

極強

強

やや強

中

やや弱

2002年

出穂期不稔

歩合

(%) 

67.3 

27.9 

47.4 

48.3 

70.8 

88.1 

第12表

(月.日)

8.27 

8.26 

8.21 

9.01 

8.16 

8.28 

品種名

つや姫

コシヒカリ

はえぬき

ホウレイ

コガネヒカリ

農林21号

総合判定

怠

愈

強

中
樹
一
町
一
件
中
弱

判定

会

会

i

、
清
司

司
極
極
『
中
町
村
司
司

2006年 2007年 2008年

出穂期不稔 出穂期不稔 出穂期不稔

歩合判定 歩合判定 歩合

(月.日) (%)月.日) (%)月.13) (%) 

つや姫 8.25 49.3 やや強 8.26 65.1 やや強 8.28 58.8 

コシヒカリ 8.22 17.6 極強 8.23 22.5 極強 8.24 21.5 

はえぬき 8.17 22.4 極強 8.15 32.2 極強 8.20 21.5 

ホウレイ 8.24 41.6 強 8.26 59.1 強 8.26 37.0 

コガネヒカリ 8.15 71.8 やや弱 8.15 84.0 やや弱 8.19 48.6 

農林21号 8.23 75.2 やや弱 8.25 85.3 弱 8.24 83.5 
注)恒温深水法・処理期間 7月 1 日 ~8月 31 日，水深 20cm，水温18 .40C(7ヵ年平均)

品種名

耐冷性検定(宮城県古川農業試験場)

品種名 総合判定

l

i

l

i

A

虫

品

虫

仏
羽
h
M

ふ

科

虫

寸

ロ

コ

ロ

H
J

中

日

目

強

や

強

や

弱

極

極

や

や

判定

やや強

極強

極強

強

やや強

強

やや強

~~ 

2005年 2006年 2007年

出 穂 期 不 稔 出穂期不稔 出穂期不稔

歩合 判 定 歩合判定 歩合

(月.日) ( % ) 月 . 日) (%)月.日) (%) 

つや姫 8.26 76.7 やや弱 8.31 81.0 強~やや強 9.01 85.6 

コシヒカリ 8.24 37.1 極強 8.30 37.2 極強 8.30 60.2 

トドロキワセ 8.07 39.5 極強 8.13 33.7 極強 8.09 32.8 

オオトリ 8.10 46.8 強 8.17 51.9 強 8.15 41.9 

コガネヒカリ 8.12 64.0 やや強 8.20 48.9 やや強 8.15 48.2 

ホウレイ 8.27 42.6 強 9.05 73.1 強 9.04 67.4 

大空 8.29 60.4 やや強 9.04 89.7 やや強 9.02 84.8 

農林21号 8.24 86.2 弱 8.29 95.6 弱 8.26 94.2 

注)恒温深水法:2005年水深前期(7/5~7/14) 17 cm後期(7/15~9/9) 25cm水温 19.0:t0.10C
2006年水深前期(7/7~7 /17) 17cm後期(7/18~9/12) 25cm水温 190C
2007年水深前期(7/4~7/12) 17cm後期(7/12~9/10) 25cm水温 19.0:t0.10C

第 13表

浜地域研究所)耐冷性検定(福島県農業総合センター第 14表

総合判定

中以下

極強中

極強中

極強下

やや強

中以下

やや強

定半

T

中以下

極強下

極強中

極強下

やや強

中以下

中以下

2008年

出穂期 不稔

歩合

(%) 
70 

35 

15 

35 

45 

85 

80 

2007年

出穂期 不稔

歩合 判定

(%)月.日)

85 中以下 8.29 

15 極強中 8.30 

5 極強中 8.18 

40 5金 8.16

70 やや強 8.16 

70 やや強 8.25 

4o 5虫 8.24

水深 20cm 水温 19SC

水深 20cm 水温 19.50C
水深 20cm 水温 19SC
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水稲新品種「つや姫J(山形97号)の育成

第15表穂発芽性検定(育成地)

2002年 2003年 2004年 2005年

品種系統名 発芽 判定占 発芽 判定 発芽 判定 発芽 判定
程度 程度 程度 程度

つや姫 7.1 中 8.5 易 5.2 やや難 6.0 中

コシヒカリ 5.7 やや難 6.8 やや易 5.4やや難 5.9 中

はえぬき 5.4やや難 4.9 やや難 5.8 やや難 4.2 やや難

清野1号 10.0 易 10.0 易 9.5 易 10.0 易

ミヨシ 9.6 易 8.1 易 8.4 易 7.8 易

ホウネンワセ 7.0 中 5.4 中 6.6 中 3.3 やや難

庄内7号 6.3 中 5.9 中 5.6 やや難 5.3 中

2006年 2007年 2008年

品種系統名 発芽 判定占 発芽 判定 発芽 判定 総合判定

程度 程度 程度

つや姫 5.3 中 5.2 中 3.8 やや難 中

コシヒカリ 5.0 中 5.3 中 4.6 やや難 中

はえぬき 5.1 中 4.3 やや難 3.8 やや難 やや難

清野l号 9.2 易 9.9 

ミヨシ 8.0 易 9.3 

ホウネンワセ 4.8 中 6.1 

庄内7号 2.1 やや難 5.3 
注)穂発芽程度:O(発芽粒0%)........10(同100%)

注)検定温度:280C 

カリHホウネンワセ」並で“中"と判定された(第15表). 

5 収量性と玄米品質

育成地における生産力検定試験結果から， rつや姫」

の収量指数(精玄米重比率)は標肥，多肥ともに「コ

シヒカリJ(107， 106%)， rはえぬきJ(105， 106%) 

より高く，収量性は優る.玄米千粒重は，標肥，多肥

とも「コシヒカリJrはえぬきJ並である.また，玄

米品質は背・腹自粒，乳・心白粒の発生が少なく， rコ
シヒカリjを上回り， rはえぬきj並に高品質である

(第16表). 

穀粒判別器を用いた玄米構成では，いずれの年次も

「コシヒカリj並~優る整粒歩合を確保し，特に2006'""

2008年は80%以上の高品質である(第17表).また，

玄米粒厚分布では標肥，多肥ともに2.0'""2.1mmの階級

が最も多く， rコシヒカリ」よりもやや厚い粒厚であ

る(第18表). 

玄米の粒形は“中粒厚，粒大は「コシヒカリJ
並である(第19表).玄米白度は「コシヒカリJ並で，

揖精試験における揖精歩合，精米自度も「コシヒカリj

並である(第20表). rつや姫jは「コシヒカリJに比

易 10.0 極易 易

易 8.9 易 易

中 6.8 中 中

中 3.0 難 やや難

較し， 90%未満の掲精歩合では砕米率がやや高いもの

の， 88'""92%の掲精歩合では旺芽残存率が低く，精米

自度は並である(第21表). 

6 食味特性

基準品種を「はえぬき」とした「つや姫Jの食味試

験の結果では，総合評価はいずれの年次も「コシヒカ

リ」を上回り，項目別では炊飯米の光沢，外観，そし

て，味が優れる(第22表，第3図).財団法人日本穀

物検定協会の食味試験では，基準米並からかなり上回

るという総合評価が得られ，とりわけ外観，味が良好

であることが認められる(第23表)• 

「コシヒカリ」に比較し，精米の粗タンパク質含有

率は並，精米アミロース含有率はやや低く，味度はや

や高い(第24表).ラピッド・ビスコ・アナライザー

(RVA)特性値も総じて「コシヒカリj並である(第

25表).また，分光測色計による炊飯米の白色度6) は，

「コシヒカリJより高い(白い)ことが認められる(第

26表，第4図). 

なお， rつや姫」の特性表は，本文末の付表のとお

りである.
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第16表収量・玄米品質(育成地)

標肥

精 同左玄米玄米
年次

玄米重比率千粒重 品質背・腹自乳・心白

(kg/a) (%) (g) (j ~9) (0~5) (0~5) 

品種名

多肥

精 同左玄米玄米

玄米重比率千粒重 品質背・腹自乳・心白

(kg/a) (%) (g) (1 ~9) (0~5) (0~5) 

つや姫 2002年 55.5 152 21.4 3.0 1.0 1.0 

2003年 54.5 102 22.1 4.0 0.0 0.0 

2004年 46.0 107 22.3 4.0 1.0 1.0 

2005年 56.4 111 21.9 4.0 1.0 1.5 

2006年 58.3 94 22.4 2.5 1.0 1.0 

2007年 49.2 95 21.8 2.0 1.0 1.0 

2008年 65.4 104 22.5 3.0 1.0 1.0 

平均 55.0 107 22.1 3.2 0.9 0.9 

コシヒカリ 2002年 36.4 

2003年 53.4

2004年 43.0

2005年 51.0

2006年 62.1

2007年 51.6

2008年 62.6

平均 51.4 

100 21.0 4.0 

100 21.6 4.5 

100 21.7 4.0 

100 22.5 4.5 

100 22.1 2.5 

100 21.8 3.0 

100 22.4 3.5 

100 21.9 3.7 

1.5 

1.0 
1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.1 

はえぬき 2002年 61.1 168 22.2 3.5 1.0 1.0 

2003年 51.7 97 21.6 2.7 0.0 0.0 

2004年 48.7 113 22.9 3.2 1.0 1.0 

2005年 58.4 115 22.1 3.0 1.0 1.0 

2006年 53.6 86 21.6 3.3 1.0 1.0 

2007年 48.0 93 22.1 3.0 1.0 1.0 

2008年 58.2 93 23.1 3.0 0.5 1.0 

平均 54.2 105 22.2 3.1 0.8 0.9 
注1) データなし
注2)網目1.9mm以上の玄米について調査
注3) 玄米品質 l良~9不良 背・腹白，乳・心白 0無~5tf

第17表玄米構成(育成地)

58.2 105 21.7 4.5 0.5 0.0 

53.5 115 22.5 4.5 1.0 1.0 

58.7 121 22.1 4.0 1.0 2.0 

63.6 91 22.2 3.0 1.0 1.0 

60.8 108 22.0 3.0 1.0ρ  

73.9 105 23.1 3.0 1.0 1.0 

61.5 106 22.3 3.7 0.9 1.0 

5

5

0

0

0

0

0

一q
J

I
l
l
Z
I
l
-
-
l
 

55.4 

46.4 

48.6 

69.9 

56.4 

70.2 

57.8 

100 21.6 4.5 

100 22.2 4.0 

100 22.3 6.0 

100 22.0 2.5 

100 22.0 4.5 

100 23.1 3.0 

100 22.2 4.1 

ハU

ハU

ハU

ハ
U
n
u
n
U
一つム

a

-

-

-

一

-

ハU
1

i

ワ臼

1
i

つゐ

1
i

了
I

60.4 109 21.1 2.7 0.0 0.0 

54.7 118 22.7 3.5 1.0 1.2 

62.9 129 22.1 2.8 1.0 1.0 

62.8 90 21.6 3.3 1.0 1.0 

58.5 104 22.0 3.5 1.0 1.0 

66.9 95 23.6 3.0 0.0 1.0 

61.0 106 22.2 3.1 0.7 0.9 

品種名 施肥
整粒

(%) ー下
-Z
ロ

未熟粒(%) 被害粒 死米

腹自乳・心白基白 青未熟その他 (%) (%) 
年次

つや姫 77.8 18.9 0.1 1.0 0.2 0.6 17.0 3.4 0.0 

コシヒカリ 2004年 標肥 81.2 14.8 0.2 l.7 

はえぬき 82.112.7 0.2 0.6 

つや姫 70.0 26目3 0.1 1.2 

コシヒカリ 2004年 多肥 76.7 19.0 0.1 1.1 

はえぬき 79.2 14.4 0.2 1.0 

つや姫 73.3 19.1 0.6 5.9 

コシヒカリ 2005年 標肥 7l.7 18.8 0.6 4.6 

はえぬき 75.6 12.7 0.5 0.7 

つや姫 66.0 21.4 0.4 6.7 

コシヒカリ 2005年 多肥 60.5 29.4 0.7 6.7 

はえぬき 78.7 13.1 0.3 0.9 

つや姫 81.0 19.0 0.5 0.0 

コシヒカリ 2006年 標肥 86.4 13.4 0.2 0.2 

はえぬき 80.0 19.8 2.3 0.3 

つや姫 84.9 15.1 0.0 0.6 

コシヒカリ 2006年 多肥 80.7 19.3 0.0 3.3 

はえぬき 78.7 21.2 2.4 0.8 

つや姫 80.8 19.2 0.2 0.2 

コシヒカリ 2007年 標肥 77.5 22.3 0.7 2.1 

はえぬき 77.0 23.0 1.8 0.8 

つや姫 85.4 14.4 0.0 0.9 

コシヒカリ 2007年 多肥 79.2 20.5 0.2 3.5 

はえぬき 72.7 26.7 0.7 l.0 

つや姫 81.4 14.1 0.0 0.5 

コシヒカリ 2008年 標肥 80.1 15.0 0.0 l.7 

はえぬき 83.8 10.5 0.1 0.1 

つや姫 82.2 14.4 0.1 1.2 

コシヒカリ 2008年 多肥 83.9 13.8 0.2 2.0 

はえぬき 84.0 10.9 0.4 1.1 

0.5 0.2 12.3 4.1 0.0 

02 0.1 11.6 52 0.1 

0.2 l.7 23.2 3.8 0.1 

0.2 l.0 16.7 4.5 0.0 

02 0.1 12.8 6.3 0.1 

0.6 0.3 1l.7 7.6 0.1 

0.4 0.8 12.5 9.6 0.0 

0.5 0.0 11.0 1l.7 0.1 

0.8 0.1 13.4 12.6 0.1 

0.8 l.9 19.4 10.0 0.3 

0.3 0.3 11.3 8.3 0.1 

0.0 8.9 9.6 0.0 0.0 

0.0 2.2 10.8 0.2 0.0 

1.0 0.8 15.3 0.2 0.0 

0.0 6.1 8.4 QO QO 

0.0 5.3 10.7 0.0 0.0 

07 0.5 16.8 0.1 0.0 

0.0 0.9 17.9 0.0 0.0 

0.0 0.7 18.7 0.2 0.0 

06 0.3 19.4 0.0 0.0 

0.0 1.3 12.2 0.2 0.0 

0.0 2.0 14.7 0.3 0.0 

02 l.0 23.7 0.6 0.0 

0.0 1.2 12.4 4.5 0.0 

0.0 0.7 12.7 4.9 0.0 

0目2 0.7 9.4 5.7 0.0 

0.0 1.3 1l.7 3.4 0.0 

0.1 0.5 11.0 2.3 0.0 

0.2 0.3 8.9 5.1 0.0 

注)K社穀1立判i]IJ器Rf¥i-300を使用し， 1.9mm以上の玄米を調貸した粒数%である
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水稲新品種「つや姫J(山形97号)の育成

第18表玄米粒厚 分 布 (2004......2008年，育成地)

品種名
施肥 1.8mm 1.8~ 1.9~ 2.0~ 2.1 ~ 2.2mm 

未満 1.9mm 2.0mm 2.1mm 2.2mm 以上

つや姫 5.1 9.4 34.4 39.5 10.2 1.4 

コシヒカリ 標肥 5.8 10.9 36.2 36.9 8.9 1.4 

はえぬき 2.0 4.2 18.5 42.7 26.4 6.1 

つや姫 5.3 8.6 31.6 41.1 12.2 1.3 

コシヒカリ 多肥 6.7 10.5 34.4 37.8 9.6 1.1 

はえぬき 2.6 4.5 18.9 43.2 25.8 4.9 

注)重量%.ーはモード

第19表玄米粒大・粒形 (2004......2008年，育成地) 第21表揖精特性 (2007年，育成地，標肥)

品種名 施肥
粒長a 粒幅b 粒厚 粒大 粒形

品種名
揚精歩合睦芽残存率 砕米率 精米面麗

mm mm mm aXb a/bX 100 (%) (%) (%) 
つや姫 5.19 3.03 2.03 15.8 172 つや姫 88.4 2.8 23.5 46.6 

コシヒカリ 標肥 5.10 3.07 2.03 15.6 167 コシヒカリ 88.4 8.3 19.8 45.9 

はえぬき 5.22 2.98 2.08 15.6 176 はえぬき 88.5 11.5 12.4 45.0 

つや姫 5.13 3.01 2.02 15.4 171 つや姫 89.4 2.8 14.7 45.0 

コシヒカリ 多肥 5.15 3.03 2.03 15.6 170 コシヒカリ 89.7 11.3 9.6 44.2 

はえぬき 5.24 3.03 2.07 15.9 174 
はえぬき 89.5 17.5 7.4 42.9 

注)粒厚分布で最も多い階級の玄米を調査
つや姫 90.5 7.8 5.3 42.9 
コシヒカリ 90.4 14.3 5.1 42.3 

第20表揖精試験 (2002......2008年，育成地)
はえぬき 90.3 22.0 2.9 41.3 
つや姫 91.5 14.0 2.1 40.9 

品種名 施肥 玄米自度掲精歩ム口 精米自度
コシヒカリ 91.4 14.0 2.1 40.3 

(%) はえぬき 91.3 28.8 2.9 39.2 

つや姫 18.9 90.7 39.4 つや姫 92.3 21.5 1.9 38.9 

コシヒカリ 標肥 18.8 90.7 39.7 コシヒカリ 92.5 24.8 1.9 38.2 

はえぬき 19.8 90.3 40.2 はえぬき 92.3 38.8 2.5 36.9 

つや姫 18.9 90.7 39.2 注1)精米機:Y社VP-31T

コシヒカリ 多肥 18.6 90.8 39.6 注2)匹芽残存率:200粒調査

はえぬき 19.5 90.4 39.7 注3)砕米率:重量%

注1)多肥 :2003~2008年 注4)精米自度:K社C-300による測定値

注2)精米機:Y社VP-31T

注3)白度:K社C-300による測定値

第22表食味試験(育成地)

年次 炊飯 総合評価
号永一 品種名 外観 香り 味 粘り 硬さ
ネフー 光沢 評価値信頼区間有意差

2002年 つや姫 0.00 0.22 * 0.00 0.11 0.33 0.22 * 0.22 :t0.48 n.s. 

9人 コシヒカリ 0.22 * 0.22 0.00 -0.11 0.00 0.00 0.11 :t0.30 n.s. 

2003年 つや姫 0.17 0.17 0.00 0.25 0.25 -0.08 0.25 :t0.40 n.s. 

12人 コシヒカリ 0.08 -0.17 -0.08 -0.33 0.00 0.08 -0.25 :t0.40 n.s. 

2004年 つや姫 0.00 0.00 一0.11* 0.44 0.22 0.00 0.44 :t 0.46 n.s 

9人 コシヒカリ 0.11 *ー0.33* 0.11 * 0.00 0.00 -0.11 0.00 :t0.46 n.s. 

同 つや姫 0.21 * 0.21 -0.13 * 0.13 0.04 -0.08 0.17 :t0.31 nふ

24人 コシヒカリ 0.08 -0.33キ 0.08 -0.17 -0.21 -0.42 * -0.21 :t0.31 n.s. 

2005年 つや姫 0.42 * 0.25 * 0.08 0.42 * 0.25 * 0.08 0.50 :t0.35 + 
12人 コシヒカリ 0.08 -0.25 * 0.00 -0.08 0.17 0.00 -0.08 :t0.35 nふ

2006年 つや姫 0.33 * 0.08 0.17 * 0.25 0.08 -0.25 * 0.33 :t0.40 n.s. 

12人 コシヒカリ 0.08 -0.25 * -0.17 * 0.08 0.00 -0.33 * -0.17 :t0.40 nふ

2007年 つや姫 0.50 * 0.42 *ー0.08 0.58 * 0.25 -0.08 0.42 土0.37 + 

12人 コシヒカリ 0.08 -0.42 * 0.00 0.08 0.17 -0.58 * -0.42 土0.37

2008年 つや姫 0.00 0.13 0.00 0.25 * 0.19 0.00 0.31 :t0.27 + 

16人 コシヒカリ 0.13 *ー0.38*ー0.13*ー0.13 0.06 0.06 -0.13 :t0.27 nふ

注)基準品種:はえぬき(育成地産) 評価は，各項目不良・柔ー3~(0・基準と同等)~+3良・硬
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食味試験(日本穀物検定協会)第23表

考

場内産

場内産

現地産

場内産

場内産

場内産

場内産

場内産

備
総合評価

評価値信頼区間有意差

0.250 土0.213 + 

。ー100 士0.232 n.s. 

0.800 :t0.203 + 

0.400 :t0.249 + 

0.450 士0.249 + 

0.450 士0.142 + 

0.400 士0.142 + 

0.250 土0.306 n.s 

0.550 土0.306 + 

0250 :t 0.306 n.s 

0.400 :t 0.165 + 

0.550 士0.165 + 

0.350 士0.272 + 

0.400 土0.272 + 

0.600 土0.239 + 

0.250 :t0.226 + 

0.400 士0.226 + 

0.150 士0.226 n.s 

0.550 士0.272 + 

0.400 土0.239 + 

0.500 土0.239 + 

0450 士0.165 + 

0.450 士0.291 + 

0.600 土0.291 + 

0.300 :t 0.232 

0.350 :t 0.232 

0200 士0.232 n.s. 

0.350 土0.291 + 

硬さ

0.100 

0.050 

0.250 

-0.550 

0.300 

0.100 

0.100 

0.300 

0.250 

0.050 

0.300 

0.550 

0.450 

0.450 

0.350 

0.600 

0.500 

0.650 

0.750 

0.350 

0.400 

0.100 

0.050 

0.200 

-0.050 

0.200 

0.150 

0.250 

粘り

つや姫 0.200 0.050 0.200 0.400 

はえぬき 0.150 0.100 0.100 0.250 

つや姫 0.800 0.400 0.750 0.550 

つや姫 0.750 0.100 0.400 0.550 

はえぬき 0.350 0.200 0.400 0.450 

つや姫 0.350 0.150 0.450 0.400 

コシヒカリ 0.250 0.050 0.450 0.400 

つや姫 0.450 0.100 0.350 -0.050 

コシヒカリ 0.250 0.100 0.300 0.200 

はえぬき 0.300 0.100 0.350 0.200 

つや姫 0.350 0.100 0.400 -0.050 

つや姫 0.400 0.150 0.500 -0.100 

つや姫 0.300 0.250 0.350 0.150 

つや姫 0.500 0.300 0.300 0.100 

つや姫 0.300 0.200 0.650 0.100 

つや姫 0.300 0.150 0.200 -0.100 

つや姫 0.250 0.150 0.350 -0.250 

つや姫 0.300 0.100 0.150 -0.100 

つや姫 0.300 0.150 0.450 0.050 

つや姫 0.350 0.200 0.500 0.250 

つや姫 0.300 0.200 0.500 0.350 

つや姫 0.350 0.200 0.400 0.200 

つや姫 0.500 0.050 0.550 0.150 

つや姫 0.600 0目200 0.600 0.350 

つや姫 0.150 0.100 0.300 0.200 

つや姫 0.300 0.250 0.450 0.050 

つや姫 0.150 0.050 0.250 0.150 

つや姫 0.200 0.100 0.250 -0.050 
注1)2002年および2005年基準米・滋賀県産「日本晴Jrコシヒカリjブレンド
注2)2006年，2007年およlJ2008年基準米複数産地コシヒカリのブレンド米
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水稲新品種 fつや姫J(山形97号)の育成

第25表 ラピッド・ピスコ・アナライザー特性値 (RVA，2004年，駕成地)

糊化開始最高粘度最低粘度最終粘度プレークダウンセットハ奇妙
系統・品種名 施肥

温度(OC) (RVU) (RVU) (RVじ (RVU) (RVU) 

つや姫 63.6 

コシヒカリ 標肥 63.6 

はえぬき 63.9 

つや姫 63.6 

コシヒカリ 多目E 62.9 

はえぬき 62.9 
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設)F社ラヒ。ッド・ビスコ・アナライザーで測定

第26表炊飯米の白色度 (2007年，膏成地)

品種名 匿 名 玄米自度
掲精歩合

精米自度
(%) 

SCE SCI 

つや姫 20.7 91.2 41.8 40.7 43.6 

コシヒカリ 標肥 20.0 91.1 42.4 36.4 40.1 

はえぬき 20.3 90.8 42.0 39.6 42.3 

つや姫 20.0 91.2 40.7 39.1 42.1 

コシヒカリ 擦準 20.4 91.0 42.2 37.3 41.6 

はえぬき 20.8 90.1 42.2 37.8 41.1 

注1)標肥:生産力検定試験，標準:作況解析調査

注2)白度:K社C-300による測定値

注3)白色度(SCE，SCI)は炊飯米をラップに包み， K社CM-2500dで測定

注4)SCEは，lE反射光を除去して測る方法で，問視に近い色の評価

注5)SCIは，正反射光込みで澱る方法で，素材そのものの色を評価

45 
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味度

第 3密 fつや姫Jの食味特性
育成地生産力検定試験 2002~2008年
基準 (0.0):育成地震「はえぬきj

第 4留 理化学特性による外観評価 (2007年)
味度は炊飯光沢計(T社MA-30A)
炊飯米白色度iま分光;~IJ色計 (K社CM-2500d) 
育成地生産力検定試験(標肥，多肥)
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N 配付先における試験成績並びに地域適応性

系統適応性検定試験における生育及び収量・品質を

第27表に示した.また，本県の奨励品種決定調査にお

ける試験成績を第28表(基本調査)並びに第29表(現

地調査)に示した.さらに，宮城県における奨励品種

決定調査における試験成績を第30表に示した.

各県の奨励品種決定調査における「コシヒカリJに

対する収量指数と有望度を第31表に，出穂期，収量性

及び玄米品質等主要特性の比較を第5図に示した.こ

れらの結果から， rコシヒカリ」に比較し， rつや姫」

の出穂期，成熟期は並，稗長，穂、長は短く，穂数は

並~やや多く，耐倒伏性が優る.収量性は並~やや高

く，玄米千粒重は並，玄米外観品質は並~優ることが

認められる.

「つや姫Jは， rコシヒカリ」並の“晩生"で，耐冷

性，穂、発芽性は“中"であるものの，耐倒伏性が“や

第27表系統適応性検定試験

出穂、期

地域 年次 品種名 稗長

(月.日) Ccm) 

8.22 72 

酒田市
8.23 93 

8.11 74 

8.11 88 

8.23 61 

8.21 83 

8.08 70 
川西町

8.08 86 

長野県 8.10 83 

農事試験場 8.10 99 

8.09 70 

8.12 83 

福島県 8.17 72 

農総センター 8.18 87 

8.12 72 

や強玄米外観品質が良好で，食味が「はえぬきj

「コシヒカリjを上回ることから，山形県の平坦地域

に「はえぬき」の組合せ品種として普及する見込みで

ある(普及見込面積 20，000ha). 特に，山形県産米

の評価とブランド力の向上を図る品種として期待され

ている.宮城県では， rつや姫」は出穂期が「コシヒ

カリjより 1日早い“極晩生"で，倒伏や高温登熟に

より品質が不安定となっている「コシヒカリJrひと

めぼれjの代替品種として，南部平坦地帯を中心とし

た県内の平坦地帯及び仙台湾沿岸地帯に普及見込面

積を1，000haとして導入される.

なお，栽培上の留意点は，以下のとおりである.

1 適応地帯は，山形県平坦地域及び南東北地域以南

である.

2 短稗で倒伏しにくいものの，良質，良食味米の生

産のため，多肥栽培を避ける.

成熟期 倒伏 精 同差玄米玄米

穂長 穂数 程度玄米重比率千粒重品質

(cm) (本/ぱ) (0~4) (kg/a) (%) (g) (1 ~9) 

15.8 559 0.0 50.1 99 21.1 4.0 

16.8 504 1.0 50.5 100 21.4 3.5 

17.6 531 0.0 26.3 126 21.1 5.0 

18.3 491 1.3 20.8 100 20.7 5.0 

15.9 475 0.0 52.0 87 21.9 4.0 

16.3 493 0.0 59.5 100 22.0 4.0 

17.1 464 0.0 59.4 99 23.0 3.0 

18.0 473 0.8 60.0 100 22.7 3.0 

17.8 480 0.0 68.6 103 21.1 4.0 

18.2 473 2.0 66.7 100 20.8 4.0 

16.1 442 0.0 52.5 101 21.3 8.0 

16.7 407 1.0 52.1 100 21.2 4.5 

15.4 457 0.0 54.0 88 21.7 3.0 

16.8 422 2.0 61.4 100 21.9 3.0 

16.7 402 0.0 52.6 100 22.1 1.0 

2003 つや姫

コシヒカリ

2004 つや姫

コシヒカリ

2003 つや姫

コシヒカリ

2004 つや姫

コシヒカリ

2003 つや姫

コシヒカリ

2004 つや姫

コシヒカリ

2007 つや姫

コシヒカリ

2008 つや姫

コシヒカリ

2007 つや姫

8.15 90 17.2 423 0.0 52.6 100 22.1 1.0 

8.15 69 17.9 402 0.0 56.2 104 22.0 2.5 

秋田県 はえぬき 8.07 63 17.6 413 O.0 53.8 100 23.2 3.0 

農林センター 2008 つや姫 8.17 72 17.5 473 0.0 66.5 100 22.1 4.5 

コシヒカリ 8.17 91 18.9 424 2.0 66.7 100 22.6 3.5 

岩手県 2007 つや姫 8.17 77 16.4 551 0.0 60.5 95 22.0 3.0 

農研センター ひとめぼれ 8.09 79 18.4 559 0.1 63.7 100 22.2 3.0 

2007 つや姫 8.13 84 17.4 560 2.0 58.7 99 20.1 3.5 

東北農業 コシヒカリ 8.14 95 19.1 512 3.0 59.4 100 20.1 3.5 

研究センター 2008 つや姫 8.15 87 16.7 576 1.5 73.6 175 21.6 3.5 

コシヒカリ 8.15 109 18.3 560 3.5 42.1 100 20.9 4.0 

注)2003年に東北地域は冷害， 2004年に庄内地域は潮風害が発生した
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水稲新品種「つや姫J(山形97号)の育成

第28表奨励品種決定調査(県内基本調査)

出穏期成熟期 成熟期 倒伏 精 同差 玄米 検査

場所 年次施肥 品種名 稗長 穂長 穂数 程度玄米重比率千粒重等級有望度

(月日)(月日) (cm) (cm) (本/rr1) (0~4) (kg/a) (%) (g) (l ~9) 

2005 標肥つや姫 8.13 9.18 82 18.5 408 0.0 61.1 108 22.8 3 O 
コシヒカリ 8.12 9.25 99 19目3 406 4.0 56.6 100 22.9 4 

2006 標肥つや姫 8.14 9.21 75 18.6 371 0.0 64.2 97 22目3 2 。
コシヒカリ 8.13 9.20 92 19.3 395 1.0 66.2 100 21.8 2 

多肥つや姫 8.13 9.21 81 18.3 542 0.0 68.3 106 21.0 3 
山形県農業 コシヒカリ 8.13 9.22 99 19.6 497 4.0 64.6 100 21.2 4 
総合研究セ 2007 標肥つや姫 8.13 9.20 75 17.3 389 0.0 57.2 99 21.8 2 。
ンター
(山形市 コシヒカリ 8.12 9.19 86 19.0 411 2.0 58.0 100 21.5 

みのりが丘) 多肥つや姫 8.12 9.20 77 19.0 417 0.0 59.7 100 22.1 

コシヒカリ 8.11 9.19 92 19.1 453 4.0 59.9 100 21.9 

2008 標肥つや姫 8.14 9.24 82 18.2 337 0.0 51.9 97 21.4 奨

コシヒカリ 8.13 9.21 93 17.8 366 4.0 53.4 100 21.6 

多肥つや姫 8.15 9.26 84 17.3 497 。。 62.5 118 21.4 

コシヒカリ 8.13 9.21 107 19.1 486 4.0 52.8 100 21.6 

2005 標肥つや姫 8.13 9.22 77 16.9 511 1.0 59.2 115 21.4 。
コシヒカリ 8.13 9.23 96 18.1 497 4.0 51.5 100 21.3 

2006 標肥つや姫 8.15 9.27 64 17.9 427 。目。 58.4 97 22.0 O 

コシヒカリ 8.15 9.25 83 18.4 422 1.0 60.0 100 21.9 

山形県農業 多肥つや姫 8.16 9.30 71 18.1 482 。。 65.9 96 22.3 
総合研究セ コシヒカリ 8.17 9.28 93 19.4 468 3.0 68.4 100 21.8 2 
ンター

8.16 9.26 71 16.1 481 0.0 53.6 98 21.7 。水田農業試 2007 標肥つや姫

験場 コシヒカリ 8.16 9.25 83 18.0 455 1.0 54.5 100 21.4 2 

(鶴岡市 多肥つや姫 8.16 9目28 75 16.4 531 0.0 59.3 98 21.4 2 
藤島) コシヒカリ 8.16 9.27 92 17.1 515 2.0 60.3 100 21.6 2 

2008 標肥つや姫 8.18 9.29 74 18.7 468 。。 58.5 97 22.9 3 奨

コシヒカリ 8.17 9目27 89 18.7 433 2.0 60.1 100 22.8 2 

多肥つや姫 8.18 9.30 81 17.6 522 0.0 70.2 107 23.7 6 

コシヒカリ 8.17 9.29 101 17.9 537 4.0 65.8 100 23.1 4 

注J)検査等級は，山形農政事務所調査による 1等上:1-9:3等下

注2)有望度は，奨奨励品種採用予定。有望 Oやや有望ム継続×打ち切り

第29表奨励品種決定調査(県内現地調査)

出穏期成熟期 成熟期 倒伏 精 同差 玄米 検査

場所 年次施肥 品種名 稗長 穂長 穂数 程度玄米重比率千粒重等級有望度

(月日)(月日) (cm) (cm) (本/rr1) (0~4) (kg/a) (%) (g) (1~9) 

初06 標肥つや姫 8.16 10.02 84 17.1 547 2.0 70.8 113 21.1 3 O 

コシヒカリ 8.17 10.04 103 17.9 507 4.0 62.7 100 21.0 

河北町
2007 標肥つや姫 8.15 10.02 82 16.4 527 。。 61.5 98 21.9 。

コシヒカリ 8.15 9.30 105 17.2 502 4目。 62目5 100 21.4 

2008 標肥つや姫 8.14 9.30 87 16.4 557 0.0 64.9 127 22.9 。
コシヒカリ 8.14 10.01 108 17.3 486 4.0 51.3 100 22.6 

2006 標肥つや姫 8.16 9.28 65 17.0 435 0.0 45.3 92 21.7 ム

コシヒカリ 8.15 9.28 81 18.7 395 1.0 49.5 100 21.3 2 

川西町
2007 標肥つや姫 8.15 10.04 67 18.1 402 。。 63.2 109 22.8 3 。

コシヒカリ 8.14 10.03 85 19.4 406 。。 57.9 100 22.4 3 

2008 標肥つや姫 8.13 10.02 72 16.8 522 0.0 54.0 109 21.7 2 。
コシヒカリ 8.12 10.02 91 17.8 435 3.0 49.5 100 21.3 2 

2006 標肥つや姫 8.16 10.05 69 16.0 437 1.0 56.3 94 22.2 2 O 

コシヒカリ 8.16 10.03 85 17.1 431 2.0 60.0 100 21.6 2 

長井市
2007 標肥つや姫 8.16 10.02 70 16.1 463 。目。 64.2 100 21.5 2 。

コシヒカリ 8.17 10.03 94 17.1 480 2.0 64.1 100 20.9 3 

2008 標肥つや姫 8.13 10.06 71 16.0 443 0.0 61.0 105 22.0 。
コシヒカリ 8.13 10.06 94 17.1 463 3目。 58.0 100 21.7 

2006 標肥つや姫 8.14 9.24 61 17.8 429 0.0 52.5 90 22.9 4 ム

コシヒカリ 8.13 9.25 86 18.3 471 2.0 58.4 100 22目7 3 

鶴岡市
2007 標肥つや姫 8.13 9.19 68 15.7 522 0.0 54.7 104 21.5 2 。

コシヒカリ 8.14 9.19 88 16.7 497 1.0 52.6 100 22.0 2 

2008 標肥つや姫 8.15 9.25 72 17.0 624 0.0 61.6 105 21.7 3 。
コシヒカリ 8.13 9.27 97 18.6 579 3.0 58.7 100 21.8 

2007 標肥つや姫 8.12 9.26 81 16.8 539 。。 60.9 108 21.8 。
酒田市

コシヒカリ 日.12 9.26 99 17.5 559 3.0 56.6 100 21.4 3 

初日B 標目巴つや姫 8.15 9.28 81 19.4 520 1.0 68.6 99 22.7 3 。
コシヒカリ 8.15 9.29 102 19.7 483 3.0 69.0 100 22.6 3 

注1)検査等級は，山形農政事務所調査による l等上 1-9:3等 F

注2)有望皮は，奨奨励品種採用予定。有望 Oやや有望ムー継続×打ち切り
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第30表 奨励品種決定調査(宮城県古川農業試験場)

r 

宮城県古川
農業試験場

北部平坦

南部平坦

場所 年次施肥 品種名

2006 つや姫

~ 標肥コシヒカリ

2008 ひとめぼれ

2007 つや姫

~ 多肥コシヒカリ

2008 ひとめぼれ

2007 

2008 

2007 

2008 

2007 

仙台湾沿岸 ~ 
2008 

つや姫

成熟期 倒伏精 同差玄米検査

稗長 穂長 穂数 程度玄米重比率千粒重等級

(月日)(月.日) (cm) (cm) (本/ぱ) (O~100) (kg/a) (%) (g) (1 ~9) 

8.19 10.06 77 16.8 407 0 56.6 101 22.5 2.8 
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「

第 2号 (2010)

り選抜・育成した品種である.

3 rつや姫」の主な特性は以下のとおりである.

(1) 熟期は「コシヒカリ」並で，山形県では“晩生"

に属する.

(2) 稗長は[コシヒカリ」より短く，草型は“中間

型耐倒伏性は“やや強"である.

(3) いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pii，Pik"をも

っと推定され，圃場抵抗性は葉いもち“強穂

いもちは発病が少なく不明である.

(4) 障害型耐冷性，穂発芽性は“中"である.

(5) 収量性は「コシヒカリjに比べやや高く，玄米

千粒重は並で，玄米品質は光沢があり優る.

(6) 食味は，炊飯米の光沢，外観，味が優れ， rはえ

ぬきJrコシヒカリj以上に良好である. rコシヒ

カリ」に比べ，精米組タンパク質含有率は並，精

米アミロース含有牽はやや低く，味度及び炊飯米

の白色度はやや高い.

山形県農業研究報告

全国公募により名称を募集(期間:2008年8月 1

日"'31日，方法:電子メール及び葉書)し，応募件数

31，888件，名称総数34，206点(重複を除いた実名称総

数19，172点)の中から， 7点(ーの穂，おしんちゃん，

千年の恵，つや姫，出羽穂の香，めでためでた，山形

97号)が選ばれた.さらに，県民投票 (2008年12月

19日"'2009年1月22日)，ターゲットユーザーアン

ケート調査 (2009年 1月8，9日)の結果から，①際

立つ美味しさをもっ品種の特徴を表す，②山形県らし

さにこだわらない，ことを基本に「山形97号ブランド

化戦略実施本部会議jで2009年2月に「つや姫jの名

称が選定された. rつや姫Jは，“炊き上がりのつやと

輝き，冷めてもおいしい商品力に大切に育てた意味の

姫をから命名された.

命名の由来V 
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「つや姫J rコシヒカリJ rはえぬきJ

写真 rつや姫Jの株標本
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写真 2 rつや姫」の籾と玄米

「はえぬきJ

写真 3 rつや姫Jの立毛状況(成熟期)
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水稲新品種「つや姫J(山形97号)の育成
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「つや姫Jの特性表

形質

葉:アントシアニン着色
葉:葉耳のアントシアニン色
止葉:薬身の姿勢(初期)
止葉:葉身の姿勢(後期)
出穂期
外穎:頂部のアントシアニン着色(初期)
稗:長さ
稗:節のアントシアニン着色
穂:主軸の長さ
穂:穂数
穂:舎の分布
小穂:外穎の毛茸の多少

小穂:外穎先端の色(ふ先色)
穂:主軸の湾曲程度
穂:穂型

成熟期
穎色
穎色:模様
外穎:頂部のアントシアニン着色(後期)
護穎:長さ
護穎:色
籾:1000粒重
籾:穎のフェノーノレ反応
玄米:長さ
玄米:幅
玄米:形
玄米:色
玄米:香り
鞘葉:アントシアニンの着色
基部葉:葉鞘の色
葉:緑色の程度
葉鞘:アントシアニン着色の程度
葉身:表面の毛茸
葉:襟のアントシアニン着色
葉:葉舌の形
葉:葉舌の色
葉.葉身の長さ
葉.葉身の幅
稗:形状
雄性不稔
外穎:キールのアントシアニン着色
外穎:頂部下のアントシアニン着色
小穂:柱頭の色
稗:太さ
稗:節問のアントシアニン着色
穂:を
穂:舎の色(初期)
穂:最長舎の長さ
穂:さの色(後期)
穂:2次枝梗の有無
穂:2次枝梗の型
穂:抽出度
葉:老化
外穎:キールのアントシアニン着色
外穎:]頁部下のアントシアニン着色
籾:長さ
籾・幅

脹乳・型
匹乳:アミロース含量
障害型耐冷性
穂発芽性
耐倒伏性
脱粒性

地上部全重
いもち病真性抵抗性推定遺伝子型
穂いもち圃場抵抗性
葉いもち圃場抵抗性
白菜枯病圃場抵抗性
縞葉枯病抵抗性品種群別
タンパク質含量

表
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Breeding of a New Rice Cultivar “Tsuyahime" 

(Yamagata 97) 
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Summary 

“Tsuyahime" is a new rice cultivar developed at Rice Breeding and Crop Science 

Experiment Station of Yamagata Integrated Agricultural Research Center in 2009.It was 

selected from the progeny of a cross “Yamagat旬a70σ" I 
good grain appearance and excellent eating quality. A promising line obtained from the Fg 

generation was named "Yamagata 97" and its local adaptability has been tested for since 

2005. “Yamagata 91" was named “Tsuyahime" in 2009 and was adopted as a 

recommended cultivar in Yamagata and Miyagi prefectures. Several important 

characteristics of “Tsuyahime" are as follows. 

(1) It belongs to the late maturing group in Yamagata Prefecture. The date of heading and 

the date of maturity are both equal to that of “Koshihikari" . 

(2) The culm length is short， the plant type is intermediate and the lodging resistance is 

moderately strong. 

(3) "Tsuyahime" seems to have the true blast resistance genes to blast “Pii，Pik" and its 

field resistance to leaf blast is higher than that of "Koshihikari". Its field resistance to 

panicle blast is unknown. 

(4心)The cool weather tolerance of 

‘“‘Koshihikari" . 

(臼5)The yield potential of 

grain weight is almost same. The appearance of brown rice is superior and has more lucid 

in comparison to “Koshihikari" . 

(6) The eating quality is excellent and slightly superior to that of “Koshihikari" and 

“Haenuki" . 

“Tsuyahime" is most adapted to the lowland areas in Yamagata prefecture. 

* 1 Yamagata Prefecture Government Office 
* 2 Shonai Area General Branch Administration Office 
* 3 Former Shonai Area General Branch Administration Office 
* 4 Yamagata Prefectural Coll巴geof Agricultur巴
* 5 Murayama Area General Branch Administration Office 
* 6 Institute for Advanced Biosci巴nces.Keio University 
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